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角度 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ
０ Ｌ Ｌ Ｌ Ｌ Ｌ
１５ Ｌ Ｌ Ｌ Ｌ Ｌ
３０ Ｌ Ｌ Ｌ Ｌ Ｌ
４５ Ｌ Ｌ Ｌ Ｌ Ｌ
６０ Ｃ Ｌ Ｌ Ｌ Ｌ
７５ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ
９０ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ
１０５ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ
１２０ Ｃ Ｃ Ｃ Ｒ Ｒ
１３５ Ｒ Ｒ Ｒ Ｒ Ｒ
１５０ Ｒ Ｒ Ｒ Ｒ Ｒ
１６５ Ｒ Ｒ Ｒ Ｒ Ｒ
１８０ Ｒ Ｒ Ｒ Ｒ Ｒ
によって使い分けた。
図６ 顔部品（目、口）のテンプレート
また、肌色画像のヒストグラムとエッジ画
像のヒストグラムの凹凸から目の縦軸方向の
位置を検出できることがあり、その場合には
テンプレート・マッチングの探索領域の絞込
みができるようになる。図７は、検出できた
結果の例である。
結 果
表１に、顔の向きの判定結果を示す。顔の角度は、真正面を９０°とし、真正面から９０°左向き
を０°、９０°右向きを１８０°とした。０°から１８０°まで、１５°間隔で１３パターンの画像について顔の
向きの判定を行った結果、被験者によって多少異なるものの、７５°から１０５°の向きを正面（Ｃ）、
６０°以下を左向き（Ｌ）、１２０°以上を右向き（Ｒ）とおおまかに判別することができた。
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図９ 顔の部品抽出（左右）
図８は、正面と判別された画像での部品の抽出結果である。上段は表１の被験者Ａの結果で
あり、下段は被験者Ｂの結果である。上段は左から６０°、９０°、１２０°での部品の抽出結果であり、
下段は左から７５°、９０°、１２０°での部品の抽出結果である。９０°（真正面）の場合は目、口の位置
を正確に捉えることができているが、それ以外では目や口の位置が少しずれてしまうことがあ
る。
また、図９は、左または右向きと判定された顔画像での部品の抽出結果である。正面から９０°
右または左を向いている場合には、目、口ともに正確に抽出することができた。
図１０は４５°の場合での顔部品の抽出結果である。４５°は、顔の向きは左と判定されたため、左
向き用のテンプレートが使用され、左側の図のように左目が抽出できていなかった。しかし、
中央の図のように、肌色画像において抽出された目とほぼ同じ高さに目の候補領域が発見でき
たため、改めてこの領域に限ったテンプレート・マッチングが行われ、最終的には図１０の右側
のように左右両眼と口を抽出している。
図８ 顔の部品抽出（正面）
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図１０ 顔の部品抽出（４５°の場合）
ま と め
肌色の分布を示すヒストグラムと、Sobelフィルタで得たエッジ画像のヒストグラムによっ
て顔の領域を抽出した。また、明度の値が抽出した髪の分布を示すヒストグラムから、顔の向
きを左、正面、右とおおまかに特定することができた。さらに、顔の向きにあわせたテンプレ
ートを用いたテンプレート・マッチングを行って、顔の部品抽出を行った。
目、口など顔の部品の特定はおおむね良好であったが、正面より少し左または右向き加減の
画像では、口や目の位置が必ずしも正確ではなかった。目、口など顔の部品の位置関係から顔
の角度を割り出すためには、さらに正確な位置を捉える必要があると考える。
今後は、より正確な顔部品位置の特定と、詳細な顔の方向認識を行うことを課題とし、検討
していかなければならない。
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